
よ
ろ
し
く
な

い
と
」
(
東
京
朝

日

)

　

　
　
　

ポ

ン
チ
畫

の
勢

力

△
倫
敦

の
『
ポ

ン
チ
』
と

い
ふ
雜

誌

は
、
往

時

巴
里
で
發

行

さ
れ

た

『
シ
ヤ

リ
ヴ

ア
り
』
と

い
ふ
滑
稽
雜

誌

を
眞

似
し
た

も

の
で
、
今

で
も
『
ポ

ン
チ
』
は

一
名

『
ロ

ン
ド

ン
シ
ヤ

リ
ヴ

ア
リ
』
と
稱

し

て

ゐ
る
。

△
『
ポ
ン
チ
』
と
は
、
英
國

に
ポ

ン
チ
及

ヂ

ユ
ヂ
ー

と

い
ふ
男

と
女

の
人
形

が
あ

つ
て
、
此
人
形
を
踴

ら
せ
て
樣

々
な
滑
稽

な
事

を
遣

つ
て
見

せ

る
見

世
物

が
あ

る
。

そ
れ

が
雜

誌
の
名
に
な

つ
た
の
で
あ

る
、
そ
れ
で

あ
る
か

ら

、
英
語

の
ポ

ン
チ
は
勿
論
畫

の
こ
と
で

は
な

い
の
で

あ

る
。

△
パ
ツ
ク

と

い
ふ

の
は

、
大

昔

に
英
國

に
住

ん
で

ゐ
た

と
い
ふ

人

の

名

で
、
非
常
な

滑
稽

家
で

あ

つ
た
そ

う
だ
、
其

人

の
名
は
英

米

の
雜

誌

に
用

ひ
ら
れ
續

い
て
近
來
日

本

へ
も

入
つ
て
來

た

の
で

あ

る
。

△
西
洋
で
諷
刺
畫

の
起

つ
た

の
は
古

い
こ
と
で

あ

る
が

、
盛

ん
は
な

つ
た

の
は
十

五
世

紀
頃
で

、
十

八
世
紀

の
末

に
は

一
層

隆
盛

を
極

め
た
、
ク
ル

ツ
ク

シ
ヤ
ツ

ク
(
ト
ー

ス
ス
)
、
ラ

ン
ド
シ
ー
ア
、
リ

ー
チ

、
テ

ニ
ヱ
ル
等

は
諷
刺
畫

家

と
し

て
有

名
で

あ

つ
た

、
今
英

國
で
名
高

い
の
は

モ
ー
リ

ア

ー
、

フ
イ
ル

メ
イ
、
ベ
ル
グ
リ

ニ
畫
名

(
ヱ
ー
プ

)
、
ワ

ー
ド
(
ス

パ
イ

)
ビ
ー

ボ

ア
ム

(
マ
ツ

ク

ス
)
等

の
諸
氏
で

あ

る
。

△
凡
筆

の
人

に
は
諷
刺
畫

は

か
け
ぬ
、
外
國

の
諷
刺
畫

家
は
孰

れ

も
畫

家

と
し

て
非

凡
な

人
で

あ

る
、

一
枚

の
畫

は
大

文
豪
が
百
萬
言
を

連
ね

た
よ

り

も
効
が
あ
る

△
曾

て
佛

國

の
弧

刺
畫

家
は

一
本

の
筆

で
内
閣

の
總
辭

職
を

さ

せ
た
、
倫

敦

の
『
ポ
ン
チ

』
は

ピ
ス

マ
ー
ク
の
辭

職
を
題

と
し

て
世

界
の
相
場

に
大
變

動

を
起

さ

せ
た

こ
と
が

あ
る

△
日
本

の
諷
刺
畫

は
未
だ
低

い
程
度

に
居
る
、
諷
刺
畫

が
振

ふ
や
う
で
な

く

て
は

日
本

の
藝

術
は
ま

だ
駄
目
で

あ
る
、
將

來
大

に
發
達

さ

せ
た

い
も

の
で
あ

る
、
(
萬

朝
報

)

　
　
　

　
　
　

　

△
　
　
　

△
　
　

　
△

ス
ペ

エ
ン
の
畫

伯

ヴ

エ
ラ

ス
ケ

ス
は
國
王

ヒ
リ

ッ
プ
四
世

の
寵

遇
を
受
く

る
こ
と
厚

か

つ
た
。
國

王
は

マ
ド
リ

ッ
ド

の
宮

中
に
畫

室

さ

へ
設

け

て
こ

れ

を
與

へ
、
且
屡

々
此
所

へ
訪
問
し
た

。

ヴ

エ
氏
が
彼

の
名
高

い

『
官
女

』
を
描

き
、
畫

中

に
畫

家
自
身
が
畫

架

に

對
し
て
作
業

す
る

の
像

を
描

き
加

へ
た

と
き

、
國

王
は

少

か
ら
ず

興
味
を

起
し

て
毎
日
毎
日

歩

を
畫

室

に
連
ば

れ
た
。
或
日

ヴ

エ
ラ

ス
ケ

ス
は

パ
レ

ッ
ト
を
置
き
筆

を
投
げ

て
、
出
來

上
が

つ
た
事
を

王
に
告

げ
た
。

と
こ
ろ

が

王
は

「
否

、
尚

一
ケ
所
欠

け
て
居

る
所

が
あ

る
、
」
と

い
ひ

つ
ゝ
畫

筆

を

と

つ
て
畫

中
ヴ

エ
ラ
ク
ケ

ス

の
像

に
加
筆

し
始

め
た

。

ヴ

エ
ラ
ク
ケ

ス
は
驚

い
て
凝

覗
し

て
ゐ
た

、
最

後

の
タ
ツ

チ

を
國

王

が
描

き
終

へ
た
時

に
、
最

高
の
勲
章

が
白
分

の
像

の
胸
部

に
描
き
出

さ
れ

た

の

を

見
た
。
(
M
O

生
投
)


